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年末までに中国国立ジオパークの観光客数は 4億 3,800万人、入場料収入は 226億 4,900万
                                                        































                                                        





















究は CiNii での日本語論文 338篇、Scopusでの英語論文 116篇、中国知ネットでの中国語
論文 4,388 篇である（図１－1）。また、ジオツーリズムをキーワードにして検索した結果
は、CiNiiでの日本語論文が 41篇、Scopusでの英語論文は 124篇、中国知ネットでの中国





 英語論文の検索結果によると、地球惑星科学や社会科学分野の面でジオパークやジオツ          























































































































































































                図1－1  ジオパークに関する中国語・日本語・英語の研究数の推移 











































































































































































































































"A form of natural area tourism that specifically focuses on geology and landscape. 
It promotes tourism to geosites and the conservation of geo-diversity and an 
understanding of Earth sciences through appreciation and learning. This is achieved 
through independent visits to geological features, use of geo-trails and view points, 







An individual who visits a site with significant geological or geomorphologic 









"Responsible travel to natural areas that conserves the environment, sustains the 
well-being of the local people, and involves interpretation and education" (TIES, 
2015).  Education is meant to be inclusive of both staff and guests6. 
環境を保全し、地元の人々の福祉を向上させ、解釈と教育が必要となる自然地域への責任
がある旅行（TIES,2015）。教育はスタッフとゲストを両方含まれている。  
持続可能な観光 (sustainable tourism) 
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2.  論文の概要 
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図 1－3 論文構の構築 
注：筆者作成。 
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（International Biosphere Conference ）で提起された人間と生物圏計画（MAB）は、生物
多様性及び生態系に関わる地質的景観を保護することを趣旨としている（赵汀・赵逊,2008）。
1972 年 6 月にスウェーデンのストックホルムで開催された国際連合人間環境会議において
「人間環境宣言」 (Declaration of the United Nations Conference on the Human 
Environment）が採択され、地質遺産も含む環境保護運動について地球規模の視点から問題
が提起された。 
 同年 11月、パリで開かれた第 17回ユネスコ総会において、世界遺産条約（正式名称は世
界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約：Convention Concerning the Protection of 













トに積極的に掲載することにあった。1991 年 6 月にフランスで採択された「地球記憶権利
宣言」（International Declaration of the Rights of the Memory of the Earth）は、地
球生命と環境の変化によって残った地質遺跡の地球全体に対する重要性を再び指摘した。
1997 年に「世界地質及び古生物遺跡リスト計画」を「ユネスコジオパーク計画」（UNESCO 
Geopark Programme）という名称に変更し(李一飞ほか, 2007）、 さらに、ユネスコ総会で世
界ジオパークネットワーク（Global Geoparks Network；以下、GGN と記す）の構築につい
て議論された。 










リオデジャネイロで開かれた国際連合環境開発会議1で採択され、2002 年 8 月～9 月にかけ
てヨハネスブルクでの持続可能な開発に関する世界首脳会議（ヨハネスブルグ・サミット）
においてその重要性が再確認されている。 
このような機運をうけ、2004年に GGNが誕生し、当初の GGN 2メンバーは欧州の 17地域






同年 6月に北京で開催された第 1回ジオパーク国際ユネスコ会議（Frist International 










               表2－1 GGNメンバーリスト 




中国 31  
日本 7  
インドネシア １  
韓国 １  
マレーシア １  
ベトナム １  







スペイン 10  
イタリア 9  
イギリス 6  
ドイツ 5  
フランス 5  
ギリシア 4  




欧州 ポルトガル 4  
アイルランド 3  
オーストリア 3  
ノルウェー 2  
アイスランド 1  
オランダ 1  
クロアチア 1  
チェコ共和国 1  
デンマーク 1  
トルコ 1  
ドイツ・ポーランド 1  
スロベニア 1  
スロベニア・オーストリア 1  
ハンガリー 1  
ハンガリー・スロバキア 1  
フィンランド 1  
ルーマニア 1  
                   計 64 
 
アメリカ 
カナダ 2  
ウルグアイ 1  
ブラジル 1  
  計 4 
アフリカ モナコ 1  
  計 1 



























第三節  ジオパーク認定制度の概要 
1.  ジオパークの定義 



















               
                                  図 2－1 世界ジオパークロゴ 
                  注：GGNホームページより。 
     
 以下、代表的なジオパークの定義に触れながら整理する。 





③ 地質遺産（Geological Heritage）を保存・改善する方法を示し、地質科学や環境問 
  題の教育に資する。 
④ 公共団体・地域社会ならびに民間による共同行動計画を持つ。 
⑤ 地質遺産（Earth Heritage）の保存に関する最善の実践例を示し、持続可能な開発戦 
略へ融合していく国際ネットワークの一翼を担う。 
また、GGNは、ジオパークを下記のように６つの観点から定義している（深見,2010）。 























2.  ジオパーク認定制度の目的と意義 
ジオパークではどのような具体的な活動が行われているかという点について、2004 年に
北京で開催された Frist International Conference on Geoparks（中国語では「第一回世
界地質公園大会」と表記）の場でユネスコ地球科学部長（当時）の F.W.Eder 氏が次のよう
に端的に表明している（岩松・星野,2005）。 
  ① 保全・・・次世代のために地質遺産を守る。 
  ② 教育・・・地質景観や環境問題について広く大衆を教育し、地質科学に研究の場を 
      提供する。 
                                                        
6 JGNホームページによる。http://www.geopark.jp/about/。2014 年5月11日閲覧。 
7 中国語原文のものを筆者が日本語訳した。 
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  ③ ジオツーリズム・・・持続可能な開発を保証する。 





  ① 地質遺産の保護に応じる。 
  ② 「精神文明建設」9のためになる。 
  ③ 研究や地球科学の普及教育を行う場所を提供する。 
  ④ 地質資源を活用する手段の一つになる。 
  ⑤ 地域振興や経済発展に貢献する。 















                                                        

































































                                                        








































2.  ユネスコエコパーク 
同じくユネスコの公式プログラムにユネスコエコパークがある。ユネスコエコパークは
1968年に開催された国際生物圏会議（International Biosphere Conference)で提起された




























3.  世界農業遺産 
また、近年尐しずつ注目される世界農業遺産は、2002 年食料の安定確保を目指す国連食
糧農業機関（FAO）によって始められたプロジェクトであり、正式名は世界重要農業遺産シ






 ② 生物多様性と生態系機能 
 ③ 伝統知識と技術 
 ④ 農文化 
  ⑤ 景観と土地・水資源 
 当初の登録地域は開発途上国が中心だったが、2011 年に先進国地域から初めて、新潟県
の佐渡（トキと共生する佐渡の里山）と石川県の能登地域（能登の里山里海）が認定されて
おり、2014年 8月現在、世界では 13か国 31地域を数える。中国は 11地域、日本は 5地域
で、認定数からみるとジオパークと同様に中国がアジアで最多を占めている17。 





                                                        
14 日本MAB計画委員会は候補地の新規を日本ユネスコ国内委員会MAB計画分科会へ推薦する。  
15 日本ユネスコ国内委員会MAB計画分科会は候補地について調査と審議を行い、調査結果を日本ユネスコ委員会に報告する。 
日本ユネスコ委員会はユネスコ本部に申請書を提出する。 
16 日本農林水産省ホームページ：http://www.maff.go.jp/ 2014年5月18日閲覧。 





           表2－2 世界ジオパーク・世界遺産・ユネスコエコパーク・世界農業遺産の対比 
注：筆者が作成。 
                                                        
18 2015年11月3日～18日にかけて、第38回ユネスコ総会において、これまで、ユネスコの支援事業とした世界ジオパーク 
ネットワーク活動を、「国際地質科学ジオパーク計画（International Geoscience and Geopark Program: IGGP）」として、 
ユネスコの正式事業となった。 
 世界ジオパーク 世界遺産 ユネスコエコパーク 世界農業遺産 
対象 貴重な大地の遺産（モノ） 
優れた活動（ヒト） 
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and Dowling,2010）。Hose の研究によると、1680 年代、Celia というイギリス人が銅鉱山
に訪れたことが文献上最初のジオツーリストになり、1832 年に米国はアーカンソー州で熱
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第一節 中国におけるジオパークの概要  















ークとして最初に認定された。   




2 Chinese Geoparks Network制作のCD「中国地質公園」（2012年4月）による。 
3 Chinese Geoparks Network制作のCD「中国地質公園」（2012年4月）による。 
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2． 中国のジオパークの現状 


























                                                        
4 中国地質公園ネットワークによる。2015年1月22日閲覧 
5 第5回ジオパーク国際ユネスコ会議での学術発表「Comparison Between Chinese and European Geoparks with the Analysis 
of Regular Assessments on Chinese GGN Members in 2010」（Zheng Yuan 2012年5月）による。CGN 制作の CD『中国地質公
園』(2012 年 4 月)による。 
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ジオパークの職員が 2000年の 69人から 2008年には 1,300人以上に上った。ガイドも 2000





















































































                                                        
6 The National Park Service Organic Act. National Park Serviceホームページによる. 2015年 7月 22日閲覧。 






























































































































写真4－1 伏牛山世界ジオパークのジオサイトの 1 つ・西峡恐竜化石博物館  
注：2012年9月筆者撮影。  
 





                  図4－1 伏牛山世界ジオパークのロゴ 
              注：伏牛山世界ジオパークの公式ホームページより。 
 
第三節 行政への聞き取り調査 




積 168 ㎢であり、なかには、中原の第一峰と呼ばれる海抜 2,216m の玉皇頂がそびえてい
る。また、204 種類の動物が生息、1,991 種類の植物が見られる。森林被覆率が 98.5％以
上で、夏の最高気温は 26 度を超えないことから、理想的な観光レジャー、とくに避暑地と




























入場料収入は 4,626 万元、観光総合収入は 5.6 億元であった。省級地質公園に認定された
2007 年、県内観光客数は 430 万人に上り、入場料収入は 5,040 万元、観光総合収入は 6.3
億元と増加した。さらに 2008年には、県内観光客数は 461万人、入場料収入は 5,760万元、





















































と関わりあっている。現在、民宿は約 30 軒存在し、1 軒あたりの年収は 20 万人民元(日























しジオサイトを解説してもらうことができるようになっている。   
  



























































































岩松 暉・星野一男 （2005）：ジオパークと地質遺産の保全・活用．地球環境,10,pp.185-196. 

















30 (5)，pp.515-521. (C) 
吴 胜明（2011）：『中国最美的地质公园』．北京大学出版社．(C) 
许涛・田明中(2010)：我国国家地质公园旅游系统研究进展与趋势．旅游学刊, 25(11)，pp.84-92．(C) 
赵逊 ・赵汀（2009）：地质公园发展与管理．地球学报,30 (3),pp.301-308．(C) 
 



























































































                                                        
1第5回ジオパーク国際ユネスコ会議での「島原宣言」、島原新聞（2012年5月16日）による。 
2第5回ジオパーク国際ユネスコ会議に「ジオパークと防災フォーラム」での Zouros Nickolas C.（世界ジオパークネットワ



























ムで「隠岐」、2014 年 9 月にカナダのストーンハンマー・第 6 回ジオパーク国際ユネスコ




世界ジオパーク - 8 地域 
洞爺湖有珠山・糸魚川・島原半島・山陰海岸・室戸・隠岐・阿蘇・アポイ岳 





                                                        
6 2016年5月20日に更新した 日本ジオパークネットワーク名簿 http://www.geopark.jp/ による。2016年5月30日閲覧。 
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ような 7 市 6町 3村にもわたるものも存在している8。一つの市町村からなるジオパークは
21地域あるが、半数に近い 18地域のジオパークは 2つ以上の市町村から構成されている（表
5－1）。 
             表5－1日本ジオパーク-39地域 構成市町数 
番号 ジオパークの名称 構成市町村 構成市町村数 
1 アポイ岳世界ジオパーク 北海道様似町 1町 
2 糸魚川世界ジオパーク 新潟県糸魚川市 1市 
3 室戸世界ジオパーク 高知県室戸市 1市 
4 恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク 福井県勝山市 1市 
5 白滝ジオパーク 北海道遠軽町 1町 





6 伊豆大島ジオパーク 東京都大島町 1町 
7 下仁田ジオパーク 群馬県下仁田町 1町 
8 白山手取川ジオパーク 石川県白山市 1市 
9 佐渡ジオパーク 新潟県佐渡市 1市 
10 銚子ジオパーク 千葉県銚子市 1市 
11 八峰白神ジオパーク 秋田県八峰町 1町 
12 四国西予ジオパーク 愛媛県西予市 1市 
13 ゆざわジオパーク 秋田県湯沢市 1市 
14 おおいた姫島ジオパーク 大分県姫島村 1村 
15 おおいた豊後大野ジオパーク 大分県豊後大野市 1市 
16 三笠ジオパーク 北海道三笠市 1市 
17 桜島・錦江湾ジオパーク 鹿児島県鹿児島市 1市 
18 とかち鹿追ジオパーク 北海道鹿追町 1町 
19 栗駒山麓ジオパーク 宮城県栗原市 1市  
20 Ｍｉｎｅ秋吉台ジオパーク 山口県美祢市 1市 
21 三島村・鬼界カルデラジオパーク 鹿児島県三島村 1村 
22 男鹿半島・大潟ジオパーク 秋田県男鹿市、大潟村 1市 1村 






































































7市 6町 3村 















































































































年から 2012年までに、市民向けとして教育活動 184回、講演会 87回、地域外向けとして教
育活動 116回、講演会 27回を開催した。イベントなどの他の教育活動とあわせると 656回、
参加者数は延べ 168,818人に上った。年別の年間教育普及活動の回数は、2007年 2回、2008








































パークを締結する計画も本格的に進んでいる。2013 年 8 月、同じく火山活動でできた韓国
の済州島世界ジオパークと姉妹関係を締結した。同年 6月に、島原半島世界ジオパークと香
港世界ジオパークは協力協定を結び、学術的側面、職員研修、子供たちの交流、ジオパーク











































































































くりに関する一考察‐．商大論集第 63巻第1・2号, pp.121-142. 
高木秀雄（2013）：ジオパークを活用した地学教育の実践. 早稲田教育評論,27(1), pp.165-182. 
深見聡（2010）：ジオパークとジオツーリズムの成立に関する一考察．地域総合研究,38(1)，pp.63-72. 
深見 聡（2013）：ジオパークとジオツーリズムの展望－日本と中国の事例から―. 人文地理,65(5), pp. 
434-446. 
本間岳史(2010)：日本地質学発祥の地"秩父とジオパーク -ジオサイトとジオツーリズムに関する一試案-． 
  埼玉県立自然の博物館研究報告 4，pp.1-24. 
山口真和・高橋和雄・中村聖三（2010）：雲仙普賢岳の火山災害から復興した島原市の地域づくりとジオ







































              表6－1 アンケート調査実施概要 
調査実施地 伏牛山世界ジオパーク 島原半島世界ジオパーク 
調査時間  2012年9月10日～2012年9月24日 2013年10月～2014年1月(5回) 
調査対象 伏牛山世界ジオパークを訪ねた観光客 島原半島世界ジオパークを訪ねた観光客 
調査人数 121人（男57人、女64人） 121人（男55人、女66人） 
２．アンケート調査の結果 
2.1 観光客の属性 
 観光客の年齢層について、まず、伏牛山では、年代別に 20 代が 57 人、30 代が 28 人、




















出発地 人数 出発地 人数 
長崎 57 大牟田 2 
佐賀 11 大阪 1 
福岡 11 鹿児島 1 
神戸 6 北九州 1 
東京 6 久留米 1 
千葉 5 島原 1 
諫早 4 長野 1 







表6－4 言葉に対する認知度 (質問１) 
調査地（ジオパーク） 聞いたことある（人、％） 聞いたことない（人、％） 
伏牛山 92人、76％ 29人、24％ 




出発地 人数 出発地 人数 出発地 人数 
上海 26 江蘇 11 河南 8 
山東 8 湖南 7 福建 7 
江西 6 安徽 5 陝西 5 
天津 4 浙江 3 四川 3 
北京 3 河南洛陽 2 福建アモイ 2 
江蘇南京 2 広東広州 2 遼寧大連 2 
遼寧瀋陽 2 黒竜江ハルビン 1 重慶 1 
江西南昌 1 寧夏 1 河北 1 
江蘇蘇州 1 浙江杭州 1 安徽合肥 1 
河南鄭州 1 広東 1 湖北 1 




調査地（ジオパーク） 来る前から知っていた（人、％） 来てから知った（人、％） 
伏牛山 80人、66％ 41人、34％ 





















伏牛山 47人 41人 39人 11人 10人 





の中の 2～4 つのジオパークを知っていると答えたのは 34 人、1 つだけ知っているのは 32
人であり、5つのジオパークをすべで知っていたのは1人だった（図6－2）。 
 表6－7 世界ジオパークの数に対する認知度 (質問４) 
調査地（ジオパーク） 知っている（人、％） 知らない（人、％） 
伏牛山 64人、53％ 57人、47％ 































伏牛山 81 47 46 33 














恐竜遺跡園（人） 宝天曼（人） 龍潭溝(人) 白雲山（人） 
50 39 13 11 






























    図6－3 伏牛山世界ジオパーク内の案内板の説明に関する満足度（質問7） 


































   














「かなりそう思う」の 50 人（41％）と「ある程度そう思う」の 69 人（57％）を合わせる
と、全体のほとんどを占めた。「どちらでもない」は2人（2％）、「あまりそう思わない」
と「全くそう思わない」の回答はゼロだった（図6－7）。島原半島は、「かなりそう思う」
の 46 人（38％）と「ある程度そう思う」の 52 人（43％）を合わせると、全体の 8 割を占

















































































という回答が全体の半数 61 人（50％）、「まあまあ勧めたい」は 5 人（4％）、「どちら




















        












































報の発信」（18 人）「交通アクセの悪さ」（11 人）、「説明案内板が尐ない」（1 人）、
 96 
「鯉の泳ぐ町について車乗り入れの規制してほしい」（1人）、「火山や災害など研究成果

























































































































 火山・地震に関わるジオサイトを多く持つ日本ジオパークが GGNに加盟（世界ジオパーク 
 100 
が誕生）したことによって、世界ジオパークの活動に「防災教育」の役割も強調されるよう
































































Li Zhongping (2015)：Investigation and study on community’s developing and protection of Shi Lin 
Geopark. Presentation on the 4th    Asia-Pacific Geoparks Network San’in Kaigan Symposium. (E) 

























本稿第 2 章の、ジオパークが発展してきた過程から分かるように、1990 年代の半ば、地
質遺産の保護に対する国際的な意識の高まりの中でジオパーク構想が生まれた。そして、構
想初期の地質学という個別科学を重視するとともに、考古学、生態学、歴史や文化に関する

























       表７－１ 日本・中国・欧州ジオパークにおける運営手法 
ジオパーク   国 地方行政 住民 運営手法 
日本ジオパーク 消極的支援 主導 少数関与 ミドルアップ 
中国ジオパーク 所有・主導 管理と経営 実質上傍観 トップダウン 

















              図７－１ジオパークの3つの役割 
注：筆者作成。 
2．ジオパークおよびジオツーリズムの本質 











































































































自然環境            生態学 
人文環境          人口・経済・社会・文化・歴史・ 
              科学技術など 
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         図７－5 日本のジオパークにおいて理想的な運営方式 
 
 































































































































































































































 关于伏牛山世界地质公园的游客调查问卷                              
  本次的调查问卷，只作为硕士毕业论文的数据资料来使用。问卷不会被公开，不会给 
  回答者造成任何不便。非常希望能够得到您的合作！ 
  日本长崎大学 水产环境科学综合研究科 硕士2年 杨燕    2012年9月 
 
性别          男    女   (请在符合的内容上打√） 
年龄         （     ）  (请写上年龄） 
从哪里来     （     ）  (请写上您来自哪个省，市） 
   
    问卷回答有选择和填写两种。选择题时请在自己所选的内容数字上打√，需要填写的内容请写在（  ）
内。 
1、您听说过世界地质公园吗？ 
① 听说过                  ② 没有听说过 
 
2、您知道这里是世界地质公园吗？ 
  ① 来之前就知道               ② 来之后才知道      
         
3、您是从哪里知道这里是世界地质公园的？（可多项选择） 
① 来之后看到了公园内的介绍         ② 电视节目         ③ 书，杂志或报纸等 
④ 上网                             ⑤ 熟人，朋友        
 
4、您知道中国有很多的（世界总数的三分之一）世界地质公园吗？ 
  ① 知道                    ② 不知道 
 
5、您期待在伏牛山世界地质公园感受或领略到什么？（可多项选择） 
① 大自然              ② 地方文化          ③ 珍贵的地质遗产 




  （                                    ） 
   
7、景点内的介绍景点的解说板的内容充分吗？ 
① 十分充分                         ② 还算充分          ③ 很难说充分不充分 
④ 不太充分                         ⑤ 不充分                  
 
8、作为游客，您对导游的带团以及接待能力满足吗？ 
① 十分满足             ② 还算满足          ③ 很难说满足不满足 
④ 不太满足                         ⑤ 不满足 
                                                           
9、听了导游的解说您觉得学到了些新的知识了吗？ 
① 学到了有意义的知识        ② 算是学到了吧      ③ 很难说学没学到 
④ 不太认为学到了有意义的知识       ⑤ 没有学到 
 
10、您觉得这次来伏牛山世界地质公园值得吗？ 
① 非常值得             ② 还算值得          ③ 很难说值不值得   
④ 不太值得                  ⑤ 不值得 
 
11、将来有机会的话会再来伏牛山世界地质公园吗？ 
  ① 一定会再来            ② 有机会的话会再来  ③ 来不来无所谓 
    ④ 不太想来                         ⑤ 不想再来 
 
12、想把付牛山世界地质公园介绍给您的朋友们或熟人吗？ 
① 一定介绍              ② 有点想介绍        ③ 介不介绍无所谓 
④ 不太想介绍                       ⑤ 不会介绍 
 
13、想去中国其他的地质公园走走吗？ 
 ① 一定会去               ② 有机会的话会去    ③ 去不去无所谓 




   优点（                               
                                       ） 
 
   不足（                               
                                       ） 























           島原半島ジオパークにおける観光客アンケート調査                               
  本アンケート調査は、博士論文作成の資料として利用することが目的です。ご回 
 答頂いた皆様の迷惑にならないよう、機密保持に十分に配慮し、データの公表は致 
しません。お手数ではございますが何卒ご協力お願い致します。 
長崎大学水産・環境科学総合研究科 楊燕  2013年 
 
性別    男  女  (丸を付けてください） 
年齢  （      ） 
出発地 （      ） 
  
ここでは項目の選択と記述による回答を頂きます。選択の場合は適当なものに丸を、記述によるものには
（  ）の部分に記入してください。 
１．あなたは世界ジオパークという言葉を聞いたことがありますか？ 
① ある              ② ない 
 
２．島原半島は世界ジオパークであることを知っていますか？ 
① 来る前から知っていった     ② 来てから知った   
 
３．ここは世界ジオパークであるということの情報はどこから得ましたか？（複数回答可） 
① ここに来て看板や園内施設から  ② テレビ番組    ③ 本や雑誌、新聞       




  ① 洞爺湖・有珠山         ② 糸魚川      ③ 山陰海岸 




  ① 豊な自然            ② 地域文化     ③ 貴重な地質遺産 
  ④ 知識を得る事          ⑤ その他（             ） 
   
６．ここのジオパークに関して、必ず見ないといけないスポットは何と思いますか？ 
  （                                    ） 
   
７．サイトにある案内板の説明については十分だと思いますか？ 
① 十分だと思う       ② まあまあ十分だと思う  ③  どちらでもない 
④ まあまあ不十分だと思う  ⑤ 不足だと思う 
 
８．ガイドさんの接客能力については満足ですか？ 
① かなりそう思う    ②  ある程度そう思う       ③ どちらでもない 
  ④ あまりそう思わない    ⑤ 全くそう思わない 
 
９．ガイドさんの解説を聞いて能率よく知識を得ましたか？ 
① かなりそう思う    ②  ある程度そう思う       ③ どちらでもない 
  ④ あまりそう思わない    ⑤ 全くそう思わない 
 
10．島原半島世界ジオパークに来てよかったと思いますか？ 
① かなりそう思う    ②  ある程度そう思う       ③ どちらでもない 
  ④ あまりそう思わない    ⑤ 全くそう思わない 
 
11．将来もう一度ここのジオパークに来てみたいですか？ 
① 是非来てみたい    ② 機会があれば来てみたい  ③ どちらでもない 
④ あまり来たくない   ⑤ 全く来たくない 
 
12．知り合いの人にここをお勧めしたいと思いますか？ 
① 絶対勧めたい     ② まあまあ勧めたい     ③ どちらでもない 




① 是非行ってみたい   ② 機会があれば行ってみたい ③ どちらでもない 
  ④ あまり行きたくない  ⑤ 全く行きたくない 
 
14．島原半島世界ジオパークのよい点と問題点は何だと思いますか？ 
   よい点（                                 
                                       ） 
問題点（                               
                                       ） 
 
 ご協力ありがとうございました！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
